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ま
た
、
情
報
提
供
に
際
し
て
は
、
観
光
旅
客

の
動
向
及
び
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
単
に
名
所
旧

跡
の
紹
介
に
と
ど
ま
ら
ず
、滞
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

滞
在
コ
ン
テ
ン
ツ
、
宿
泊
、
飲
食
、
移
動
等
の

滞
在
の
促
進
に
係
る
各
種
情
報
に
つ
い
て
、
情

報
提
供
の
手
段
の
特
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
積
極

的
に
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

観
光
圏
内
の
観
光
案
内
所
に
お
い
て
は
、
観

光
圏
内
の
滞
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
滞
在
コ
ン
テ
ン

ツ
、
宿
泊
、
飲
食
、
移
動
等
の
滞
在
の
促
進
に

係
る
各
種
情
報
を
収
集
・
管
理
し
、
観
光
旅
客

の
目
的
・
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
的
確
な
案
内
、

提
案
、
相
談
対
応
、
苦
情
処
理
等
の
サ
ー
ビ
ス

対
応
を
行
う
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。加
え
て
、

予
約
・
決
済
等
の
取
組
も
併
せ
て
行
う
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
な
お
、
認
定
観
光
圏
案
内
所
に

お
い
て
は
、
観
光
圏
内
の
他
の
観
光
案
内
の
実

施
主
体
と
の
相
互
連
携
を
図
り
つ
つ
、
圏
域
内

の
幅
広
い
情
報
提
供
が
可
能
と
な
る
体
制
整
備

が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
他
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
外
国
人

等
誰
も
が
観
光
を
楽
し
め
る
こ
と
も
重
要
で
あ

り
、
例
え
ば
、
案
内
標
識
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
七
年
六
月
に
国
土
交
通
省
が
作
成
し
た
観
光

活
性
化
標
識
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
踏
ま
え
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
、
様
々
な
観
光
旅
客
の
快
適

な
滞
在
を
支
え
る
観
点
か
ら
、
外
国
語
表
示
を

含
む
標
識
の
整
備
の
充
実
を
図
る
こ
と
。
そ
の

際
、
標
識
が
地
域
な
ら
で
は
の
空
間
の
形
成
を

阻
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
景
観
等
に
配
慮
す

る
こ
と
。

ま
た
、
観
光
圏
内
の
滞
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
滞

在
コ
ン
テ
ン
ツ
、
宿
泊
、
飲
食
、
移
動
等
に
係

る
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
お
い

て
、
そ
の
安
全
性
及
び
観
光
旅
客
か
ら
の
評
価

を
踏
ま
え
た
一
定
の
品
質
を
確
保
す
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
観
光
圏
の
宣
伝
を
行
う
場
合
は
、
四

１
\
及
び
]
{
か
ら
}
ま
で
に
定
め
る
事
項
を

踏
ま
え
た
上
で
、
観
光
旅
客
の
二
泊
三
日
以
上

の
滞
在
を
促
進
す
る
こ
と
を
十
分
に
勘
案
し
、

宣
伝
の
内
容
、
手
段
、
タ
イ
ミ
ン
グ
及
び
チ
ャ

ン
ネ
ル
に
つ
い
て
の
戦
略
的
な
検
討
を
行
い
、

他
地
域
と
の
差
別
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
効
果
的

に
実
施
す
る
こ
と
。

^

地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り

の
推
進

国
内
外
か
ら
の
観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞
在
を

促
進
す
る
た
め
に
は
、
観
光
関
係
者
の
み
な
ら
ず

地
域
住
民
が
自
ら
の
地
域
の
産
業
、
伝
統
、文
化
、

景
観
、
自
然
環
境
等
の
価
値
を
再
認
識
し
、
創
意

工
夫
を
活
か
し
た
「
住
ん
で
よ
し
」
の
地
域
づ
く

り
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
、
地
域
固
有
の
自
然
、

歴
史
、
文
化
等
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
地
域
住
民
も
一
体
と
な
っ
た
観
光

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
地
域
住
民
の
観
光
地
域

づ
く
り
に
対
す
る
意
識
啓
発
と
参
加
促
進
を
図
る

た
め
の
取
組
を
行
う
こ
と
。

ま
た
、
継
続
的
に
観
光
地
域
づ
く
り
を
実
施
し

て
い
く
た
め
に
は
、
観
光
圏
内
の
自
然
、
歴
史
、

文
化
等
を
深
く
理
解
し
た
上
で
、
地
域
が
目
指
す

べ
き
方
向
性
を
明
確
に
し
、
幅
広
い
関
係
者
の
認

識
共
有
や
合
意
形
成
を
行
い
な
が
ら
具
体
的
な
取

組
を
進
め
て
い
く
観
光
地
域
づ
く
り
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
始
め
と
し
た
観
光
地
域
づ
く
り
を
実
践

す
る
人
材
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
に
お

い
て
継
続
的
な
研
修
等
の
実
施
に
よ
り
必
要
な
人

材
の
育
成
と
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

な
お
、
観
光
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
係
る
取
組

を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
農
業
協
同
組

合
、
漁
業
協
同
組
合
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
、

教
育
機
関
等
と
連
携
を
進
め
る
と
と
も
に
、
観
光

圏
の
区
域
内
に
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
積
極
的
な

参
画
等
が
重
要
で
あ
る
。

２

協
議
会

六
を
参
照
の
こ
と
。

３

観
光
圏
整
備
実
施
計
画
の
認
定
基
準

観
光
圏
整
備
実
施
計
画
が
国
土
交
通
大
臣
に
対
し

て
申
請
さ
れ
た
場
合
の
認
定
基
準
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
と
お
り
と
す
る
。

\

法
第
八
条
第
三
項
第
一
号
に
関
す
る
基
準

{

観
光
圏
と
し
て
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
が
明

確
と
な
っ
て
お
り
、
主
た
る
滞
在
促
進
地
区
に

お
け
る
宿
泊
観
光
客
の
宿
泊
数
、
リ
ピ
ー
タ
ー

率
、
旅
行
者
満
足
度
の
増
加
等
、
観
光
圏
整
備

事
業
の
効
果
を
検
証
で
き
る
目
標
が
設
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

|

個
々
の
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
方
向
性
が
観

光
圏
整
備
計
画
と
整
合
し
て
い
る
こ
と
。

]

法
第
八
条
第
三
項
第
二
号
に
関
す
る
基
準

観
光
地
域
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
等
に

よ
っ
て
観
光
地
域
づ
く
り
実
施
基
本
方
針
が
策
定

さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
個
々
の
事
業
に
つ
い
て
、

実
施
主
体
の
体
制
や
関
係
者
と
の
調
整
状
況
及
び

こ
れ
ま
で
の
観
光
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
活
動
実

績
等
を
踏
ま
え
、
実
現
可
能
性
が
高
い
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
。

^

法
第
八
条
第
三
項
第
三
号
に
関
す
る
基
準

滞
在
促
進
地
区
に
お
い
て
、
観
光
旅
客
の
具
体

的
な
動
線
、
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
、
滞
在
の
促
進

に
つ
な
が
る
よ
う
な
創
意
工
夫
あ
る
効
果
的
な
取

組
が
重
点
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
。
ま
た
、
滞
在
促
進
地
区
が
複
数
あ
る
場
合
に

は
、
主
た
る
滞
在
促
進
地
区
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

_

法
第
八
条
第
三
項
第
四
号
及
び
第
五
号
に
つ
い

て
は
、当
該
条
文
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

五

関
連
す
る
観
光
の
振
興
に
関
す
る
施
策
と
の
連
携
に

関
す
る
基
本
的
な
事
項

１

地
域
に
お
け
る
留
意
点

そ
も
そ
も
観
光
は
、
地
域
に
お
け
る
多
様
な
産
業

に
関
連
す
る
複
合
産
業
で
あ
り
、
政
府
に
お
け
る
多

様
な
施
策
と
も
関
連
が
深
い
。
こ
の
た
め
、
観
光
圏

の
形
成
に
あ
た
り
、
関
係
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て

は
、
観
光
圏
整
備
事
業
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
地
域

再
生
や
地
域
活
性
化
を
目
的
と
す
る
政
府
の
関
連
施

策
や
、
文
化
財
の
保
護
、
環
境
保
全
、
良
好
な
景
観

の
形
成
、
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
、
公
共
交

通
活
性
化
等
の
施
策
並
び
に
道
路
、
河
川
、
海
岸
、

港
湾
、
空
港
、
都
市
公
園
、
下
水
道
等
の
社
会
資
本

整
備
事
業
と
の
整
合
性
や
連
携
を
図
り
、
地
域
と
し

て
総
合
的
な
観
点
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。特

に
、
観
光
圏
整
備
事
業
に
関
連
す
る
社
会
資
本

整
備
に
つ
い
て
は
、関
係
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、

次
に
掲
げ
る
事
項
に
配
慮
し
つ
つ
行
わ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
観
光
圏
整
備
計
画
を
作

成
し
よ
う
と
す
る
市
町
村
又
は
都
道
府
県
は
、
関
連

す
る
社
会
資
本
整
備
事
業
の
事
業
主
体
又
は
管
理
主

体
と
協
議
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

\

観
光
旅
客
の
観
光
圏
内
に
お
け
る
周
遊
及
び
観

光
圏
へ
の
移
動
を
、
安
全
、
快
適
か
つ
魅
力
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
、
河
川
、道
路
、

港
湾
等
に
お
け
る
植
樹
等
の
良
好
な
景
観
の
形
成

や
電
線
類
地
中
化
事
業
に
つ
い
て
、
観
光
圏
整
備

計
画
等
と
の
整
合
性
及
び
認
定
観
光
圏
整
備
事
業

と
の
連
携
に
配
慮
す
る
こ
と
。

]

観
光
旅
客
に
よ
る
観
光
圏
内
に
お
け
る
周
遊
及

び
観
光
圏
へ
の
移
動
を
、
快
適
な
も
の
と
す
る
た

め
、
道
路
、
鉄
道
、
港
湾
、
空
港
等
の
乗
り
継
ぎ

改
善
等
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
事
業
に
つ
い

て
、
観
光
圏
整
備
計
画
等
と
の
整
合
性
及
び
認
定

観
光
圏
整
備
事
業
と
の
連
携
に
配
慮
す
る
こ
と
。

^

河
川
、
海
岸
、
道
路
、
港
湾
、
空
港
、
都
市
公

園
等
の
公
物
・
公
共
施
設
自
体
が
観
光
資
源
と
し

て
重
要
な
場
合
に
は
、
そ
の
保
全
、
魅
力
の
向
上

及
び
資
源
と
し
て
の
活
用
強
化
に
配
慮
す
る
こ

と
。

_

認
定
観
光
圏
整
備
事
業
と
し
て
行
う
公
共
施
設

を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
そ
の
他
の
観
光
振

興
に
資
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
河
川
、
海
岸
、

道
路
、
港
湾
、
空
港
、
都
市
公
園
等
の
占
用
許
可

そ
の
他
の
空
間
利
用
に
必
要
な
法
手
続
の
円
滑
化

に
配
慮
す
る
こ
と
。

`

観
光
旅
客
の
観
光
圏
に
お
け
る
情
報
拠
点
と
し

て
重
要
性
の
高
い
、
道
路
、
鉄
道
、
港
湾
、
空
港

等
の
交
通
結
節
点
に
お
け
る
観
光
・
交
通
情
報
の

提
供
及
び
観
光
案
内
に
つ
い
て
、
認
定
観
光
圏
整

備
事
業
と
し
て
行
う
情
報
提
供
の
充
実
及
び
認
定

観
光
圏
案
内
所
の
整
備
等
の
観
光
案
内
の
強
化
と

の
連
携
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
交
通
結
節
点
等

に
お
け
る
案
内
所
機
能
の
強
化
、
案
内
標
識
の
整

備
及
び
外
国
語
表
示
の
充
実
に
配
慮
す
る
こ
と
。

ま
た
、観
光
圏
整
備
計
画
を
作
成
す
る
市
町
村
が
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百

五
号
）
に
基
づ
き
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
図
る

場
合
又
は
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び

向
上
に
関
す
る
法
律（
平
成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）

に
基
づ
き
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
場
合
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
法
に
基
づ
く
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体

構
想
又
は
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び

向
上
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
歴
史
的
風
致
維
持
向

上
計
画
と
観
光
圏
整
備
計
画
と
の
調
和
を
図
る
等
、

観
光
圏
整
備
事
業
と
十
分
に
連
携
さ
せ
て
取
り
組
む

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
文
化
財
が
観
光
資
源
と
し
て
重
要
な
場

合
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
の
保
存
に
十
分
配
慮
し
つ

つ
、
適
切
な
活
用
を
図
る
観
点
か
ら
、
観
光
圏
整
備

計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
、
市
町
村
の
長
又
は
都
道

府
県
の
知
事
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
教
育
委
員

会
に
対
し
、
文
化
財
の
活
用
に
関
し
て
意
見
を
聴
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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